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はじめに 近年、電子製品の需要拡大に伴い、真空装置を必要としない非熱平衡大気圧プラズマ

を大面積表面処理に応用する技術への注目が高まっている。均一かつ高密度の大規模プラズマ装

置が求められており、我々は定在波を抑制した非対称構造導波管内に空間均一な電磁界分布を形

成し、大気圧長尺マイクロ波プラズマを生成する手法を提案してきた[1]。プロセスの前段階とし

て、長尺プラズマの発光強度空間分布を評価したところ、その均一性が確認できている[2]。本研究

では、均一な長尺マイクロ波プラズマを用いた大面積表面処理の実証を目的として、親水化処理

を行った。 

実験装置 実験装置図を Fig. 1 に示す。長尺スロット

（長さ：1.2 m，幅：0.12 mm）が設けられた非対称導波

管に、導波管壁小穴から導波管内に Arガスを導入し、

マイクロ波電力（900 W）を入射し、スロット内部にプ

ラズマを生成する。スロット下部に設置された可動式

金属板に処理対象物を載せ、長尺プラズマ近傍を横切

るようにスライドさせることで処理を行った。スロッ

ト中央から 10 cm間隔に並べた 5枚の PETフィルムを

親水化処理し、接触角を測定することで濡れ性を評価

した。 

実験結果 プラズマとフィルムの距離 1.5 mm、可動式

金属板の送り速度 2 m min⁄ として処理した結果を Fig. 

2 に示す。縦軸は長尺方向各部における接触角で、そ

の変動率は±2%程度とほぼ均一であった。 
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Fig. 1 Experimental apparatus. 

Fig. 2 Longitudinal distribution  

of water contact angle. 
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